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　本書を手にしてまず驚いたのが，タ

イトルと内容構成の斬新さである．補

綴医と矯正歯科医（以下，矯正医）に

よる包括的治療に関して，補綴医，ま

たは矯正医が，それぞれの立場から自

身が行った治療に対する考え方を述べ

ている書籍は散見するが，本書は治療

計画を立案するうえで重要な項目にお

ける両者の考え方が，章ごとにクロス

トーク形式でまとめられている．その

ため，両者の思考回路のどこに共通点

があり，どこに相違点があるのかにつ

いて容易に理解できる．

　評者自身は，補綴医（一般歯科医）

の立場から矯正医に矯正治療を依頼す

る形で包括的治療を行っており，それ

なりの症例数の経験もあるため矯正医

の考え方はおおよそ理解しているつも

りであったが，本書を読み進むにつれ

てこれほど思考回路に違いがあったの

かと正直驚いた．

　たとえば，患者を診る入口から違っ

たのだと改めて気付かされた点は，第

1章「治療対象とエンドポイント」に

おける，補綴医は正面観を，矯正医は

側方面観を重視しているという内容で

ある．いわれてみるとそのとおりで，

われわれ補綴医は X線写真において

もまずパノラマ（正面観）を撮影する

が，矯正医はセファロ（側方面観）を

撮影して診断していくわけである．当

然，画像を見る方向が異なれば思考回

路も異なる点があるはずで，お互いが

その違いを理解することは包括的な治

療計画を双方向で立案していくうえで

非常に重要であると考えられる．ま

た，第 2章「咬合高径と咬合平面」，

第 3 章「水平的顎間関係」でも同様

の考え方の違いがあることが詳述され

ており，特に「水平的顎間関係」にお

いては，補綴医は正面観から左右方向

への関係をイメージするのに対し，矯

正医は側方面観における前後的な関係

をイメージするということが記されて

おり，同じ用語から連想するイメージ

ですらこれほど違うという事実は非常

に興味深い．

　第 4，5 章「前歯，臼歯のポジショ

ンについて」においても両者には大き

な違いがあり，特に前歯部では補綴医

は審美的な配慮から上顎を基準に考え

るが，矯正医は歯牙移動の自由度の低

さから下顎前歯を基準に治療計画を考

えるという大前提を，補綴医は十分理

解しておく必要がある．

　第 6 章「Ⅱ級，Ⅲ級症例へのアプ

ローチとその難しさ」では，このよう

な症例に対する治療の考え方や対応策

の説明が両者からなされており，その

内容は圧巻である．最後の第 7章「矯

正医から補綴医へのクエスチョン」で

は，矯正治療後の咬合調整や付与する

咬合について解説がなされており，矯

正医がどのようなことを考えながら咬

合を構築しているのかが理解できる．

　松田謙一氏が冒頭の結びで述べてい

るように，本書はセファロなどの難し

いことは考えずに，両分野の専門医の

考え方の違いを気楽に理解する“読み

物”として楽しんでいただけば，実際

に包括的治療を行うときに，円滑に治

療計画を立案することができる下地が

できているものと考える．本書は，矯

正を含めた包括的治療を志す一般歯科

医，矯正医の両者にぜひ読んでいただ

きたい 1冊であると，強く推薦する．
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